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は
じ
め
に

薛
仁
貴
は
、
絳
州
龍
門
の
人
、
唐
初
に
活
躍
し
た
異
民
族
の
反
乱
を
鎮
め
た
名
将
で
あ
る
︒
そ
の
事
績
は
『
旧
唐
書
』
と
『
新
唐
書
』

に
記
載
さ
れ
て
い
る
︒

　
時
九
姓
衆
十
餘
萬
、
令
驍
騎
數
十
來
挑
戰
︒
仁
貴
發
三
矢
、
輒
殺
三
人
︒
於
是
虜
氣
懾
、
皆
降
︒（
中
略
）
軍
中
歌
曰
、
將
軍
三

箭
定
天
山
、
壯
士
長
歌
入
漢
關
︒
九
姓
遂
衰（
１
）︒（

時
に
鉄
勒
の
九
姓
の
軍
勢
十
余
万
が
、
精
鋭
の
騎
兵
数
十
騎
を
や
っ
て
来
て
戦
い

を
挑
ま
せ
た
︒
仁
貴
は
三
本
の
矢
を
放
ち
、
た
ち
ま
ち
三
人
を
殺
し
た
︒
こ
れ
に
よ
っ
て
敵
兵
は
戦
意
を
失
い
、
皆
降
伏
し
た
︒

︙
︙
軍
中
で
は
次
の
よ
う
に
歌
わ
れ
た
︒「
将
軍
は
三
本
の
矢
を
も
っ
て
天
山
を
平
定
し
、
凱
歌
を
歌
い
な
が
ら
漢
関
に
入
る
」
と
︒

九
姓
は
こ
う
し
て
衰
微
し
た
︒）

元
代
以
来
、
こ
の
「
三
箭
定
天
山
」
の
逸
話
を
も
と
に
、
多
く
の
戯
曲
作
品
が
創
作
さ
れ
た
︒
そ
の
う
ち
、
現
存
す
る
北
曲
雑
劇
は

以
下
の
四
作
で
あ
る（

２
）︒

「
薛
仁
貴
衣
錦
還
郷
」（『
元
刊
雑
劇
三
十
種
』
に
所
収
、
以
下
「
元
刊
本
」
と
略
称
）

「
薛
仁
貴
榮
歸
故
里
」（『
元
曲
選
』
に
所
収
、
以
下
『
元
曲
選
』
本
と
略
称
）

「
摩
利
支
飛
刀
對
箭
」（
脈
望
館
鈔
本
『
古
今
雑
劇
』
に
所
収
、
以
下
「
飛
刀
對
箭
」
と
略
称
）

「
賢
達
婦
龍
門
隠
秀
」（
脈
望
館
鈔
本
『
古
今
雑
劇
』
に
所
収
、
以
下
「
龍
門
隠
秀
」
と
略
称
） 遇

　
　
　
禕
　
揚
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現
時
点
で
確
認
で
き
る
最
も
早
い
作
品
は
「
元
刊
本
」
で
あ
る
︒「
元
刊
本
」
は
、
現
存
す
る
数
少
な
い
元
代
の
雑
劇
テ
キ
ス
ト
の
一

つ
で
あ
り
、
当
時
の
教
坊
司
の
管
勾
を
務
め
て
い
た
張
国
賓
の
作
品
で
あ
る
︒
本
作
を
収
録
す
る
『
元
刊
雑
劇
三
十
種
』
に
つ
い
て
、

小
松
謙
氏
は
元
の
最
末
期
の
元
統
年
間
以
降
で
刊
行
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
し
、
下
層
知
識
人
の
需
要
に
応
じ
て
刊
行
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
た
︒
さ
ら
に
同
氏
は
、
そ
れ
以
前
に
は
戯
曲
の
脚
本
を
刊
行
す
る
前
例
が
な
か
っ
た
た
め
、
書
坊
は
役
者
が
使

用
す
る
台
本
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
刊
行
し
、
販
売
し
た
と
す
る（

３
）︒

明
代
中
後
期
に
な
る
と
、
元
雑
劇
選
集
が
多
く
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
を
代
表
す
る
の
が
『
元
曲
選
』
で
あ
る
︒『
元

曲
選
』
は
、
臧
懋
循
が
明
万
暦
四
十
三
（
一
六
一
五
）
年
か
ら
翌
四
十
四
年
に
か
け
て
、
前
後
二
回
に
わ
た
っ
て
校
訂
・
刊
行
し
た
元

雑
劇
選
集
で
あ
る
︒
そ
の
出
版
は
営
利
を
目
的
と
し
て
、
高
級
知
識
人
を
主
た
る
読
者
と
想
定
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
︒
彼
ら
の
好
み
に
迎
合
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
従
っ
て
、『
元
曲
選
』
本
は
、
明
代
文
人
た
ち
が
元
雑
劇
、
ま
た

は
薛
仁
貴
物
語
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
て
い
た
か
を
十
分
に
反
映
し
た
作
品
と
言
え
よ
う
︒

ま
た
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
趙
琦
美
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
脈
望
館
鈔
本
『
古
今
雑
劇
』
に
は
、「
飛
刀
對
箭
」
と
「
龍
門
隠
秀
」
の
二
劇

が
収
録
さ
れ
て
い
る
︒「
飛
刀
對
箭
」
劇
に
は
、「
萬
曆
四
十
三
年
乙
卯
三
月
十
六
日
校
錄
内
本
清
常
記
」
と
の
題
識
が
あ
り
、
宮
廷
上

演
用
の
内
府
本
か
ら
の
抄
録
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
︒「
龍
門
隠
秀
」
劇
に
は
、
抄
録
す
る
底
本
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
作

品
の
末
に
は
役
者
の
扮
装
を
記
す
「
穿
關
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
く
内
府
本
に
基
づ
い
て
抄
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
︒

こ
の
よ
う
に
、
薛
仁
貴
物
語
は
、
元
雑
劇
の
本
来
の
姿
に
近
い
元
刊
本
と
、
明
代
文
人
に
よ
る
校
訂
や
改
編
を
経
た
改
編
本
両
方
を

備
え
て
い
る
︒
ゆ
え
に
、
薛
仁
貴
像
及
び
主
題
の
変
化
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
代
に
お
け
る
元
雑
劇
改
編
の
一
端
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
︒

薛
仁
貴
物
語
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
そ
の
成
立
過
程
や
諸
作
品
間
の
関
係
を
論
じ
た
研
究
が
多
く
見
ら
れ
る（

４
）︒
し
か
し
、
管

見
の
限
り
、
薛
仁
貴
像
そ
の
も
の
に
焦
点
を
当
て
た
検
討
は
十
分
と
は
言
え
な
い（

５
）︒
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
前
述
の
四
つ
の
雑
劇
を
中

心
に
、
元
刊
本
と
明
改
編
本
に
お
け
る
薛
仁
貴
像
の
変
化
を
検
討
し
、
作
品
の
趣
向
及
び
主
題
の
変
化
を
考
察
す
る
︒
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一
、
四
作
品
の
概
要

ま
ず
、
各
作
品
の
概
要
と
あ
ら
す
じ
を
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
︒

（
一
）「
元
刊
本
」

正
末
が
演
じ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
折
ご
と
に
変
わ
る
︒
楔
子
と
第
二
折
、
第
四
折
で
は
薛
大
伯
（
薛
仁
貴
の
父
）、
第
一
折
で
は
杜
如

晦
、
第
三
折
で
は
拔
禾
（
薛
仁
貴
の
旧
友
）
を
演
じ
て
い
る
︒
薛
仁
貴
を
中
心
に
ま
と
め
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

楔
　
子
　 

農
作
業
を
好
ま
ず
武
芸
に
熱
中
す
る
薛
仁
貴
は
、
両
親
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
従
軍
す
る
︒

第
一
折
　 

論
功
行
賞
の
場
面
︒
張
士
貴
は
薛
仁
貴
の
功
を
奪
お
う
と
す
る
︒
皇
帝
は
二
人
に
弓
の
腕
比
べ
を
さ
せ
る
︒
張
士
貴
は

嘘
を
見
破
り
追
放
さ
れ
、
薛
仁
貴
は
官
職
を
封
ぜ
ら
れ
る
︒

第
二
折
　 

薛
仁
貴
の
夢
︒
夢
の
中
で
薛
仁
貴
は
帰
郷
し
、
困
窮
し
た
両
親
と
再
会
す
る
が
、
張
士
貴
に
許
可
せ
ず
に
勝
手
に
歸
郷

す
る
罪
を
問
わ
れ
、
連
行
さ
れ
る
︒

第
三
折
　 

薛
仁
貴
は
皇
帝
に
帰
郷
を
許
さ
れ
、
帰
郷
の
途
上
、
か
つ
て
の
友
人
に
叱
ら
れ
、
両
親
が
貧
乏
な
生
活
を
送
っ
て
い
る

と
叱
責
混
じ
り
に
告
げ
ら
れ
る
︒

第
四
折
　 

薛
仁
貴
が
両
親
と
再
会
す
る
場
面
︒
駙
馬
と
な
っ
た
薛
仁
貴
は
父
を
大
い
に
喜
ば
せ
る
︒
人
々
と
と
も
に
父
を
輿
に
乗

せ
る
︒

（
二
）『
元
曲
選
』
本

『
元
曲
選
』
本
の
あ
ら
す
じ
と
脚
色
の
配
置
は
、
お
お
む
ね
「
元
刊
本
」
の
形
を
保
ち
な
が
ら
も
、
第
一
折
と
第
四
折
に
は
大
幅
な
改

編
が
施
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
主
な
理
由
は
、
明
代
に
な
る
と
皇
帝
を
舞
台
に
登
場
さ
せ
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
︒
そ

の
た
め
、「
駕
」
の
脚
色
や
皇
帝
が
登
場
す
る
場
面
が
削
除
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
徐
茂
功
に
置
き
換
え
ら
れ
た
り
す
る
︒「
元
刊
本
」

と
異
同
の
大
き
い
第
一
折
と
第
四
折
の
あ
ら
す
じ
を
示
す
︒

楔
　
子
　 

同
「
元
刊
本
」

第
一
折
　 

論
功
行
賞
の
場
面
︒
徐
茂
功
は
二
人
に
弓
の
腕
比
べ
を
さ
せ
る
︒
張
士
貴
は
嘘
を
見
破
り
追
放
さ
れ
、
薛
仁
貴
は
官
職
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を
封
ぜ
ら
れ
る
︒
薛
仁
貴
は
下
賜
さ
れ
た
酒
を
飲
ん
で
帰
省
す
る
夢
を
見
る
︒

第
二
折
　 

同
「
元
刊
本
」

第
三
折
　 

同
「
元
刊
本
」

第
四
折
　 
両
親
と
再
会
す
る
場
面
︒
薛
仁
貴
は
徐
茂
功
の
娘
を
娶
り
、
両
親
と
本
妻
で
あ
る
柳
氏
に
拝
す
︒
徐
茂
功
は
勅
命
を
受

け
て
龍
門
鎮
に
赴
き
、
薛
仁
貴
の
両
親
と
妻
に
封
賞
を
授
け
、
薛
仁
貴
一
家
は
謝
恩
す
る
︒

（
三
）「
飛
刀
對
箭
」

現
存
す
る
脈
望
館
鈔
本
の
題
目
は
「
薛
仁
貴
跨
海
征
東
」、
正
名
は
「
摩
利
支
飛
刀
對
箭
」
で
あ
る
︒
一
方
、『
録
鬼
簿
続
編
』
の
題

目
は
こ
れ
に
異
な
る（

６
）︒
従
っ
て
、
現
在
確
認
で
き
る
「
飛
刀
對
箭
」
は
、
元
代
の
作
品
を
も
と
に
、
明
代
の
宮
廷
を
経
て
改
編
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
正
末
が
演
じ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
頭
折
と
第
二
折
、
楔
子
、
第
四
折
で
は
薛
仁
貴
を
演
じ
、
第
三
折
で
は
摩

利
支
葛
蘇
文
軍
の
斥
候
で
あ
る
「
探
子
」
を
演
じ
る
︒

頭
　
折
　 

薛
仁
貴
は
両
親
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
従
軍
し
よ
う
と
す
る
︒

第
二
折
　 

薛
仁
貴
は
張
士
貴
の
も
と
へ
行
く
が
、
張
士
貴
に
い
じ
め
ら
れ
、
徐
懋
功
に
助
け
ら
れ
る
︒

楔
　
子
　 

摩
利
支
葛
蘇
文
と
の
戦
い
の
場
面
︒
張
士
貴
は
戦
わ
ず
し
て
逃
げ
た
の
に
対
し
、
薛
仁
貴
は
三
本
の
矢
で
葛
蘇
文
の
飛

刀
を
打
ち
落
と
し
、
勝
利
を
収
め
る
︒

第
三
折
　 

探
子
が
摩
利
支
の
敗
北
の
様
子
を
報
告
す
る
場
面
︒
高
麗
は
敗
北
を
認
め
、
再
び
唐
王
朝
に
従
う
︒

第
四
折
　 

張
士
貴
は
薛
仁
貴
の
功
を
奪
お
う
と
す
る
が
、
徐
懋
功
に
見
破
ら
れ
追
放
さ
れ
る
︒
薛
仁
貴
は
官
職
を
封
ぜ
ら
れ
、
両

親
と
妻
が
京
師
に
迎
え
ら
れ
て
封
賞
さ
れ
る
︒

（
四
）「
龍
門
隠
秀
」

脈
望
館
鈔
本
の
み
が
現
存
し
て
お
り
、
作
者
不
詳
︒
題
目
は
「
英
雄
士
虎
榜
標
名
」、
正
名
は
「
賢
達
婦
龍
門
隠
秀
」︒『
也
是
園
書

目
』
と
『
曲
録
』
に
の
み
記
載
が
あ
る
た
め
、
千
田
大
介
氏
は
明
代
の
作
品
と
推
定
す
る
︒「
龍
門
隠
秀
」
は
、『
新
唐
書
』
に
記
さ
れ

た
薛
仁
貴
の
妻
柳
氏
の
「
勧
夫
出
征（
７
）」
の
話
に
基
づ
い
て
展
開
す
る
旦
本
で
あ
る
︒
正
旦
は
薛
仁
貴
の
妻
で
あ
る
柳
迎
春
を
演
じ
る
︒

楔
　
子
　 

柳
員
外
の
娘
で
あ
る
柳
迎
春
は
、
草
む
ら
に
白
虎
が
寝
て
い
る
の
が
見
え
た
︒
よ
く
見
る
と
、
寒
さ
に
震
え
な
が
ら
眠
っ
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て
い
る
柳
家
の
作
男
薛
仁
貴
だ
と
気
づ
き
、
不
憫
に
思
い
、
自
分
の
打
掛
を
彼
に
か
け
る
︒

第
一
折
　 

柳
員
外
は
娘
と
薛
仁
貴
と
の
こ
と
を
知
っ
て
、
家
名
を
汚
す
こ
と
を
恐
れ
、
娘
を
薛
仁
貴
に
嫁
が
せ
、
家
か
ら
追
い

出
す
︒

第
二
折
　 
薛
仁
貴
は
従
軍
し
よ
う
と
す
る
が
、
両
親
を
心
配
し
て
躊
躇
す
る
︒
柳
迎
春
は
自
分
が
両
親
の
世
話
を
す
る
と
約
束
し
、

薛
仁
貴
に
従
軍
す
る
よ
う
促
し
、
白
袍
を
贈
る
︒

第
三
折
　 
薛
仁
貴
は
張
士
貴
に
、
蓋
蘇
文
と
の
戦
い
で
先
鋒
を
務
め
さ
せ
ら
れ
る
︒
柳
迎
春
は
薛
家
で
日
夜
働
き
、
貧
乏
な
生
活

を
送
る
︒
父
か
ら
米
を
借
り
る
が
、
兄
夫
婦
に
い
じ
め
ら
れ
、
米
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
︒

第
四
折
　 

張
士
貴
は
薛
仁
貴
の
功
を
奪
お
う
と
す
る
が
、
徐
茂
公
に
見
破
ら
れ
追
放
さ
れ
る
︒
薛
仁
貴
は
平
遼
公
に
封
ぜ
ら
れ
、

李
元
帥
の
娘
を
娶
り
帰
郷
す
る
︒
柳
迎
春
は
賢
婦
人
と
し
て
封
賞
さ
れ
る
︒

二
、「
元
刊
本
」
と
『
元
曲
選
』
本
の
比
較

二
―
一　

薛
仁
貴
像
の
変
化

次
に
、「
元
刊
本
」
と
『
元
曲
選
』
本
に
お
け
る
薛
仁
貴
像
を
具
体
的
に
比
較
す
る
︒
こ
れ
ら
二
つ
の
作
品
で
は
、
い
ず
れ
も
薛
仁
貴

は
正
末
と
し
て
演
じ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
「
元
刊
本
」
で
は
賓
白
が
少
な
い
た
め
、
薛
仁
貴
の
イ
メ
ー
ジ
を
直
接
的
に
描
く
部
分
は

限
ら
れ
て
い
る
︒
そ
の
た
め
、
薛
仁
貴
像
は
他
の
登
場
人
物
の
セ
リ
フ
や
曲
を
通
じ
て
間
接
的
に
窺
う
し
か
な
い
︒

「
元
刊
本
」
の
楔
子
で
は
、
父
の
薛
大
伯
は
以
下
の
よ
う
に
薛
仁
貴
を
紹
介
し
て
い
る
︒

　
這
孩
兒
從
小
不
好
莊
農
作
業
、
子
好
掄
槍
使
棒
、
學
的
十
八
般
武
藝
皆
全
︒（
こ
の
子
は
幼
い
頃
か
ら
農
業
を
好
ま
ず
、
ひ
た
す

ら
槍
や
棍
棒
を
振
り
回
す
こ
と
を
好
み
、
十
八
般
の
武
芸
を
す
べ
て
習
得
し
た
︒）

す
な
わ
ち
、
薛
仁
貴
は
正
業
に
就
い
て
い
な
い
武
芸
の
優
れ
た
武
人
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
︒
ま
た
、
第
一
折
の
皇
帝
が
二
人
に
弓

の
腕
比
べ
を
さ
せ
る
場
面
も
、
薛
仁
貴
の
優
れ
た
弓
術
と
自
信
に
満
ち
た
姿
が
描
か
れ
て
い
る
︒
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︻
醉
扶
歸
︼
薛
仁
貴
箭
發
無
偏
曲
︒
手
段
不
尋
俗
︒
張
士
貴
拽
硬
射
近
却
不
大
故
︒
薛
仁
貴
那
箭
把
金
錢
眼
裏
吉
丁
的
牢
關
住
︒
張

士
貴
拽
滿
了
弦
鳴
箭
出
︒
那
箭
離
垛
子
有
三
十
步
︒（︻
酔
扶
帰
︼
薛
仁
貴
の
放
っ
た
矢
は
全
部
的
中
し
、
そ
の
腕
前
は
並
外
れ
て

い
る
︒
張
士
貴
は
力
任
せ
に
弓
を
引
き
、
的
を
射
よ
う
と
す
る
が
、
技
量
は
さ
ほ
ど
優
れ
て
い
な
い
︒
薛
仁
貴
の
矢
は
金
銭
の
穴

に
し
っ
か
り
と
命
中
し
た
︒
一
方
の
張
士
貴
は
弦
を
引
き
絞
っ
て
矢
を
放
つ
が
、
矢
は
的
か
ら
三
十
歩
も
外
れ
て
し
ま
っ
た
︒）

一
方
、『
元
曲
選
』
本
で
は
、「
元
刊
本
」
よ
り
多
く
の
賓
白
が
追
加
さ
れ
、
薛
仁
貴
は
多
面
的
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
︒
楔
子
で
は

薛
仁
貴
の
従
軍
の
動
機
が
明
確
に
語
ら
れ
て
い
る
︒

　
父
親
在
上
、
孩
兒
聞
的
古
称
大
孝
須
是
立
身
揚
名
、
榮
耀
父
母
︒
若
但
是
晨
昏
奉
養
、
問
安
視
膳
、
乃
人
子
末
節
、
不
足
爲
孝
︒

今
當
國
家
用
人
之
際
、
要
得
掃
除
夷
虜
、
肅
靖
邊
疆
︒
憑
着
您
孩
兒
學
成
武
芸
、
智
勇
雙
全
、
若
在
両
陣
之
間
、
怕
不
馬
到
成
功
︒

但
博
得
一
官
半
職
、
回
來
改
換
家
門
、
也
與
父
母
添
些
光
彩
︒
不
然
只
守
着
這
茅
簷
草
舍
、
做
個
莊
家
、
豈
不
枉
了
一
身
本
事
︒

（
父
上
、
私
の
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
古
来
、
大
孝
と
は
立
身
出
世
し
て
名
を
揚
げ
、
両
親
に
栄
誉
を
も
た
ら
す
こ
と
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
︒
た
だ
朝
夕
に
食
事
を
用
意
し
、
安
否
を
尋
ね
る
だ
け
な
ら
ば
、
そ
れ
は
人
の
子
と
し
て
最
低
限
の
節
義
に
過

ぎ
ず
、
孝
と
は
言
え
ま
せ
ん
︒
今
は
国
家
が
人
材
を
必
要
と
す
る
時
で
あ
り
、
夷
狄
に
よ
る
攻
撃
を
掃
討
し
、
辺
境
を
平
定
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒
私
は
優
れ
た
武
芸
と
知
謀
を
兼
ね
備
え
て
お
り
ま
す
ゆ
え
、
戦
場
に
立
て
ば
、
た
ち
ま
ち
成
功
を
収
め
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
︒
さ
す
れ
ば
、
官
職
を
得
て
帰
郷
し
、
家
門
を
改
め
、
父
上
母
上
に
も
光
彩
を
添
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
ょ
う
︒
さ
も
な
く
ば
、
こ
の
茅
葺
き
の
家
に
閉
じ
こ
も
り
、
農
夫
と
し
て
過
ご
す
だ
け
で
、
こ
の
身
に
備
わ
っ
た
才
能
を
無
駄

に
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒）

『
元
曲
選
』
本
に
お
け
る
薛
仁
貴
の
従
軍
動
機
は
、
国
家
の
辺
難
を
解
決
す
る
た
め
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
身
の
才
能
を
発
揮
す
る
機

会
を
掴
も
う
と
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
︒
個
人
的
な
出
世
欲
を
「
大
孝
」
や
「
忠
君
愛
国
」
と
い
う
大
義
名
分
に

包
含
し
て
お
り
、
儒
教
的
価
値
観
に
適
う
「
士
大
夫
の
英
雄
」
像
が
窺
え
る
︒

ま
た
、
第
一
折
の
︻
寄
生
草
︼
で
は
、
韓
信
の
典
故
を
用
い
て
、
古
来
よ
り
将
相
は
寒
門
か
ら
出
る
と
主
張
し
て
、
薛
仁
貴
の
寒
門

出
身
と
い
う
特
徴
が
強
調
さ
れ
て
い
る
︒

︻
寄
生
草
︼
想
當
日
韓
元
帥
、
乞
食
那
漂
母
︒
若
不
是
蕭
何
擧
薦
元
戎
做
、
則
那
漢
王
怎
把
重
瞳
蹙
︒
顯
見
的
忠
良
多
在
寒
門
出
︒
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則
你
這
築
沙
堤
推
倒
了
紫
金
梁
︒
怎
如
他
漚
麻
坑
扶
立
的
擎
天
柱
︒（︻
寄
生
草
︼
韓
信
元
帥
が
、
川
で
綿
を
打
つ
老
母
に
食
を
乞

う
た
こ
と
を
考
え
て
ご
ら
ん
︒
蕭
何
が
推
薦
し
な
け
れ
ば
、
漢
王
劉
邦
は
ど
う
し
て
彼
を
重
用
し
た
だ
ろ
う
か
︒
忠
良
な
者
は
多

く
寒
門
か
ら
出
る
も
の
だ
︒
た
だ
あ
な
た
は
砂
の
堤
防
を
築
い
て
紫
金
の
梁
を
倒
す
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
が
、
ど
う
し
て
彼

の
よ
う
な
麻
を
漬
け
る
穴
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
大
黒
柱
に
及
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
か
︒）

こ
こ
で
は
、
貧
困
か
ら
身
を
起
こ
し
た
韓
信
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
で
、
寒
門
の
士
が
才
能
に
よ
っ
て
立
身
出
世
す
る
理
想
が
語

ら
れ
て
い
る
︒
科
挙
制
度
に
よ
っ
て
社
会
的
上
昇
を
志
す
明
代
の
知
識
人
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
韓
信
像
は
自
己
の
願
望
を
重
ね
合

わ
せ
る
対
象
で
あ
り
、
薛
仁
貴
の
形
象
は
ま
さ
に
そ
の
理
想
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
ま
た
、
こ
の
典
故
の
引
用

は
、
単
に
個
人
的
な
出
世
欲
の
表
現
に
と
ど
ま
ら
ず
、
明
君
が
出
自
に
関
わ
ら
ず
有
能
な
人
物
を
登
用
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
政
治
的

願
望
を
も
暗
示
し
て
い
る
︒
薛
仁
貴
が
こ
の
よ
う
な
形
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
す
な
わ
ち
、
当
時
の
知
識
人
層
の
価
値
観
と
理
想
を

反
映
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
︒

『
元
曲
選
』
本
の
第
三
折
の
︻
堯
民
歌
︼
で
は
、
幼
い
頃
の
友
人
の
視
点
か
ら
衣
錦
還
郷
し
た
薛
仁
貴
が
描
か
れ
て
い
る
︒
彼
は
も
は

や
単
な
る
農
民
で
は
な
く
、
朝
廷
に
仕
え
る
立
場
に
あ
る
︒
か
つ
て
の
仲
間
で
あ
っ
た
村
人
を
怖
が
ら
せ
、
威
風
堂
々
白
袍
を
ま
と
っ

た
名
将
と
し
て
登
場
す
る
︒

︻
堯
民
歌
︼
呀
、
莫
不
是
半
空
中
降
下
雪
神
祇
︒（
薛
仁
貴
云
）
兀
那
莊
家
、
你
住
者
︒（
正
末
唱
）
他
叫
一
聲
雄
吼
若
春
雷
︒（
薛

仁
貴
云
）
你
休
慌
、
我
要
問
你
句
話
哩
︒（
正
末
唱
）
諕
的
我
心
兒
膽
兒
急
獐
拘
猪
的
自
昏
迷
︒
手
兒
脚
兒
滴
羞
篤
速
的
似
呆
癡
︒

禁
也
波
持
︒
身
軀
怎
動
移
︒
我
可
便
不
待
酒
佯
妝
醉
︒（︻
堯
民
歌
︼
あ
あ
、
ま
る
で
空
か
ら
雪
の
神
が
降
り
て
き
た
か
の
よ
う
だ
︒

（
薛
仁
貴
が
云
う
）「
お
い
、
そ
こ
の
農
夫
よ
、
待
ち
な
さ
い
︒」（
正
末
が
歌
う
）
彼
の
叫
び
声
は
春
の
雷
の
よ
う
に
轟
く
︒（
薛
仁

貴
が
云
う
）
慌
て
る
な
、
私
は
お
前
に
一
言
聞
き
た
い
の
だ
︒（
正
末
が
歌
う
）
私
は
心
臓
が
飛
び
出
そ
う
に
な
り
、
胆
が
冷
え
る

ほ
ど
驚
き
、
意
識
が
遠
の
く
︒
手
足
は
震
え
、
呆
然
と
す
る
︒
ど
う
し
て
も
体
が
動
か
な
い
︒
こ
こ
は
酔
い
潰
れ
た
ふ
り
で
や
り

過
ご
そ
う
︒）

「
元
刊
本
」
と
『
元
曲
選
』
本
の
比
較
か
ら
、
薛
仁
貴
像
が
元
代
か
ら
明
代
に
か
け
て
変
化
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
︒『
元
曲
選
』
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本
の
薛
仁
貴
は
、
単
な
る
武
芸
の
優
れ
た
武
人
に
、
出
身
の
卑
し
さ
と
出
世
後
の
威
厳
に
満
ち
て
い
る
側
面
を
加
え
、
明
代
文
人
の
価

値
観
と
儒
教
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
適
う
忠
孝
両
全
の
理
想
的
な
名
将
へ
と
再
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

二
―
二　

主
題
の
差
異

「
元
刊
本
」
と
『
元
曲
選
』
本
に
描
か
れ
て
い
る
薛
仁
貴
像
の
差
異
は
、
両
作
品
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
主
題
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
以
下
で
は
、
題
目
と
正
名
の
相
違
に
注
目
し
、
そ
れ
を
手
が
か
り
と
し
て
両
作
品
の
主
題
を

検
討
す
る
︒

「
元
刊
本
」
の
題
目
は
「
白
袍
將
朝
中
隠
福
、
黑
心
賊
雪
上
加
霜
」、
正
名
は
「
唐
太
宗
招
賢
納
士
、
薛
仁
貴
衣
錦
還
鄉
」
で
あ
る
︒

「
白
袍
將
」
は
薛
仁
貴
を
指
し
、「
黑
心
賊
」
は
張
士
貴
を
指
す
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
︒
問
題
と
な
る
の
は
「
隠
福
」
と
い
う
部
分

の
解
釈
で
あ
る
︒
高
橋
文
治
氏
は
、
後
半
の
「
黑
心
賊
雪
上
加
霜
」
に
対
応
す
る
と
考
え
、「
隠
福
」
は
「
隠
伏
」
と
す
べ
き
で
、
薛
仁

貴
が
張
士
貴
に
功
績
を
隠
さ
れ
、
朝
中
に
埋
没
す
る
状
態
を
指
す
と
解
釈
し
て
い
る
︒
し
か
し
、
両
作
品
で
は
戦
争
の
場
面
や
埋
没
を

描
く
内
容
が
大
き
く
展
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
張
士
貴
に
功
績
を
奪
わ
れ
る
描
写
も
第
一
折
の
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
︒
し
た
が
っ
て
、

「
隠
福
」
は
単
に
「
隠
伏
」
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
広
い
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
、
別
の
解
釈
も
可
能
で
あ
ろ
う
︒

実
際
に
、「
元
刊
本
」
の
第
三
折
に
は
、
両
親
の
生
活
の
苦
し
さ
を
間
接
的
に
表
す
曲
や
、
薛
仁
貴
が
一
人
で
富
貴
を
享
受
す
る
こ
と

を
非
難
す
る
曲
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
︒
例
え
ば
次
の
︻
四
煞
︼
で
あ
る
︒

︻
四
煞
︼
與
人
家
擔
好
水
、
換
惡
水
︒
又
不
會
南
頭
販
賤
、
北
頭
販
貴
︒
您
享
着
玉
堂
裏
臣
宰
千
鐘
祿
、
却
覰
著
那
草
舍
内
爺
娘
三

不
歸
︒
灑
了
些
恓
惶
泪
︒
子
辦
的
煩
煩
惱
惱
、
切
切
悲
悲
︒（︻
四
煞
︼
人
々
の
た
め
に
良
い
水
を
担
ぎ
、
悪
い
水
を
交
換
す
る
︒

南
で
安
く
買
い
、
北
で
高
く
売
る
よ
う
な
商
売
も
で
き
な
い
︒
あ
な
た
は
玉
堂
で
大
臣
と
し
て
千
鐘
の
禄
を
享
受
し
て
い
る
が
、

草
ぶ
き
の
家
に
い
る
両
親
を
顧
み
ず
、
家
に
帰
ら
な
い
︒
両
親
は
悲
し
み
の
涙
を
流
し
て
い
る
︒
た
だ
煩
わ
し
く
、
切
な
い
思
い

に
駆
ら
れ
る
︒）

こ
の
曲
か
ら
は
、
薛
仁
貴
の
栄
華
と
両
親
の
貧
苦
と
の
強
い
対
照
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
ま
た
、
悪
玉
の
「
黑
心
賊
」

張
士
貴
は
、
薛
仁
貴
の
功
績
を
奪
お
う
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
薛
仁
貴
の
夢
の
中
で
帰
省
す
る
途
中
で
加
害
す
る
場
面
が
見
ら
れ
、
薛
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仁
貴
の
「
孝
」
の
実
現
を
阻
む
「
雪
上
加
霜
」
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
も
描
か
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、「
隠
福
」
と
「
加

霜
」
は
、
い
ず
れ
も
薛
仁
貴
と
父
母
の
再
会
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
理
解
す
べ
き
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒「
隠
福
」
と
は
、
帰
郷
す

る
前
に
、
薛
仁
貴
が
父
母
や
故
郷
の
友
人
た
ち
に
知
ら
れ
ず
に
密
に
富
貴
を
享
受
し
て
い
た
こ
と
を
指
し
、「
加
霜
」
と
は
、
夢
の
中
で

よ
う
や
く
一
家
団
欒
を
果
た
そ
う
と
し
た
瞬
間
、
張
士
貴
に
邪
魔
さ
れ
、
夢
か
ら
覚
め
て
し
ま
う
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
︒

す
な
わ
ち
、「
元
刊
本
」
は
個
人
の
栄
達
の
陰
に
あ
る
両
親
の
犠
牲
を
よ
り
庶
民
的
な
目
線
か
ら
強
調
し
、
親
子
の
再
会
を
通
し
て
「
孝
」

を
主
題
的
に
打
ち
出
し
て
い
る
と
い
え
る
︒

こ
れ
に
対
し
、『
元
曲
選
』
本
の
題
目
は
「
徐
茂
公
轅
門
比
射
」、
正
名
は
「
薛
仁
貴
榮
歸
故
里
」
で
あ
る
︒
こ
の
題
目
が
示
す
よ
う

に
、『
元
曲
選
』
本
に
お
け
る
徐
茂
公
の
出
番
が
増
え
て
い
る
︒
前
述
の
よ
う
に
、
明
代
に
は
皇
帝
を
舞
台
に
登
場
さ
せ
る
こ
と
が
禁
じ

ら
れ
て
い
る
た
め
、『
元
曲
選
』
本
で
は
、
徐
茂
公
が
皇
帝
の
代
理
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
︒
例
え
ば
、
彼
の
セ
リ
フ
に
は
「
奉

聖
人
的
命
（
聖
人
の
命
を
奉
ず
る
）」
と
い
う
表
現
が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
︒
ま
た
、
プ
ロ
ッ
ト
の
上
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
︒
薛
仁
貴
が
「
軍
師
與
仁
貴
做
主
咱
」
と
懇
願
す
る
よ
う
な
、
薛
仁
貴
の
弱
さ
を
見
せ
る
場
面
が
何
度
も
あ
る
︒
例
え
ば
、
第
一
折

に
あ
る
腕
比
べ
の
場
面
は
、
徐
茂
公
ら
と
の
会
話
を
通
じ
て
、
薛
仁
貴
が
や
や
臆
病
で
あ
る
か
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
︒

一
總
過
海
平
遼
、
有
五
十
四
件
大
功
、
都
被
張
士
貴
頼
了
︒
今
日
不
是
軍
師
問
呵
、
仁
貴
也
不
敢
説
︒
軍
師
與
仁
貴
做
主
咱
︒（
海

を
渡
っ
て
遼
を
平
定
し
た
際
、
五
十
四
も
の
大
功
を
立
て
た
が
、
す
べ
て
張
士
貴
に
横
取
り
さ
れ
て
し
ま
っ
た
︒
今
日
、
軍
師
の

お
尋
ね
な
く
ば
、
口
外
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒
軍
師
よ
、
ど
う
か
お
助
け
く
だ
さ
い
︒）

腕
比
べ
の
場
面
で
張
士
貴
の
陰
謀
を
打
ち
破
る
の
み
な
ら
ず
、
徐
茂
公
は
娘
を
薛
仁
貴
に
嫁
が
せ
て
帰
省
を
許
し
、
封
賞
を
与
え
る

な
ど
、
薛
仁
貴
を
助
け
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
に
、
薛
仁
貴
の
英
雄
の
一
面
を
意
図
的
に
弱
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

皇
帝
の
代
理
者
と
し
て
の
徐
茂
公
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
︒

ま
た
、
第
四
折
で
は
、
薛
仁
貴
の
父
か
ら
息
子
の
従
軍
を
積
極
的
に
評
価
す
る
曲
が
見
ら
れ
る
︒
こ
こ
に
も
国
へ
の
「
忠
」
が
個
人

と
し
て
の
「
孝
」
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
価
値
観
が
示
さ
れ
て
い
る
︒

︻
喜
江
南
︼
呀
、
怎
知
道
今
日
呵
得
遇
這
榮
華
︒
則
俺
個
蒼
顏
皓
首
一
莊
家
︒
也
會
緋
袍
象
簡
帶
烏
紗
︒
孩
兒
你
可
也
喜
咱
︒
不
枉

了
從
前
教
你
學
兵
法
︒（︻
喜
江
南
︼
あ
あ
、
ど
う
し
て
今
日
こ
ん
な
栄
華
に
巡
り
合
え
る
と
思
っ
た
だ
ろ
う
か
︒
こ
の
年
老
い
た
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農
夫
の
私
で
も
、
緋
色
の
袍
を
着
て
象
牙
の
笏
を
持
ち
、
烏
紗
帽
を
か
ぶ
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
︒
我
が
子
よ
、
お
前
も
喜
ん
で

い
る
だ
ろ
う
︒
昔
お
前
に
兵
法
を
学
ば
せ
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
い
う
も
の
だ
︒）

︻
沽
美
酒
︼
元
來
個
大
唐
朝
也
名
將
乏
︒
俺
孩
兒
肯
奮
發
︒
只
他
這
一
片
忠
心
報
國
家
︒
和
遼
兵
做
場
廝
殺
︒
才
得
那
干
戈
罷
︒

（︻
沽
美
酒
︼
も
と
も
と
大
唐
朝
も
名
将
が
不
足
し
て
い
た
の
だ
︒
我
が
子
は
奮
起
し
く
れ
た
︒
忠
心
を
尽
く
し
て
国
に
報
い
、
遼

兵
と
戦
い
、
つ
い
に
戦
乱
を
終
わ
ら
せ
た
の
だ
︒）

さ
ら
に
、『
元
曲
選
』
本
で
は
、「
元
刊
本
」
に
見
ら
れ
る
両
親
が
息
子
を
思
う
感
情
を
表
す
曲
や
、
生
活
の
苦
し
さ
を
表
す
曲
、
あ

る
い
は
両
親
を
顧
み
ず
に
一
人
で
栄
華
を
享
受
す
る
薛
仁
貴
を
責
め
る
曲
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
削
除
さ
れ
た
︒
こ
れ
に
よ
っ
て
、
薛
仁
貴

の
親
不
孝
と
親
の
犠
牲
と
い
っ
た
要
素
が
弱
ま
り
、
国
に
尽
く
し
て
功
績
を
立
て
る
と
い
う
「
忠
」
の
主
題
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
窺
え
る
︒

以
上
の
考
察
か
ら
、
明
代
に
お
け
る
薛
仁
貴
物
語
は
、
個
人
的
な
出
世
や
親
孝
行
よ
り
も
、
国
家
へ
の
「
忠
」
を
強
調
す
る
方
向
へ

と
再
編
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
︒
で
は
、
同
じ
明
代
の
脈
望
館
鈔
本
に
収
録
さ
れ
た
「
飛
刀
對
箭
」
と
「
龍
門
隠
秀
」
は

『
元
曲
選
』
本
と
同
じ
傾
向
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
︒
次
は
、
こ
の
二
作
を
取
り
上
げ
、
明
代
改
編
に
お
け
る
思
想
的
な
変
化
を

さ
ら
に
検
討
し
た
い
︒

三
、「
飛
刀
對
箭
」
に
見
る
不
整
合

「
飛
刀
對
箭
」
に
お
け
る
薛
仁
貴
像
は
、
作
品
の
中
で
い
く
つ
か
の
矛
盾
点
が
見
ら
れ
る
︒
と
り
わ
け
、
従
軍
動
機
及
び
性
格
描
写
に

お
い
て
、
作
品
全
体
の
一
貫
性
を
欠
い
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
︒

ま
ず
、
従
軍
動
機
に
関
し
て
は
、
頭
折
の
︻
油
葫
蘆
︼
に
お
い
て
、
運
悪
く
不
遇
を
か
こ
つ
心
情
や
、
個
人
的
な
立
身
出
世
へ
の
志

向
を
表
す
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
︒

︻
油
葫
蘆
︼
空
著
我
每
夜
思
量
計
萬
條
︒
閑
遙
遙
的
何
日
了
︒
看
別
人
臥
重
裀
食
列
鼎
喜
任
消
︒
一
會
家
我
運
不
行
似
喫
著
迷
魂

藥
︒
一
會
家
我
志
不
成
似
喫
著
無
心
草
︒
聖
人
道
︒
貧
不
憂
富
不
驕
︒
我
這
裡
怨
天
公
安
排
得
我
便
無
著
落
︒
困
蟄
龍
久
隱
在
草
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圑
瓢
︒（︻
油
葫
蘆
︼
毎
夜
、
私
は
無
駄
に
万
の
計
略
を
思
案
す
る
︒
あ
ぶ
れ
者
の
日
々
は
い
つ
終
わ
る
の
だ
ろ
う
か
︒
他
人
が
厚

い
布
団
に
寝
そ
べ
り
、
豪
華
な
食
事
を
楽
し
む
の
を
見
て
、
私
は
た
だ
羨
む
ば
か
り
だ
︒
時
に
は
運
が
悪
く
、
ま
る
で
迷
魂
薬
を

飲
ま
さ
れ
た
か
の
よ
う
で
、
時
に
は
志
を
成
し
遂
げ
ら
れ
ず
、
無
心
草
を
食
べ
た
か
の
よ
う
だ
︒
聖
人
は
「
貧
し
く
て
も
憂
え
ず
、

富
ん
で
も
驕
ら
ず
」
と
言
う
が
、
私
の
ほ
う
は
居
場
所
が
な
い
と
感
じ
、
天
の
差
配
を
恨
ん
で
い
る
︒
ま
る
で
草
む
ら
に
隠
れ
た

龍
の
よ
う
で
あ
る
︒）

そ
し
て
、
頭
折
と
第
二
折
で
は
三
度
に
わ
た
り
「
薛
仁
貴
也
、
幾
時
是
你
那
發
達
的
時
節
也
呵
（
薛
仁
貴
よ
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
お

前
の
出
世
の
時
が
来
る
の
だ
ろ
う
か
）」
と
感
嘆
す
る
場
面
が
あ
る
︒
ま
た
、
父
親
か
ら
従
軍
を
反
対
さ
れ
た
際
に
は
、
彼
は
「
休
將
你

這
歹
孩
兒
留
戀
著
、
枉
把
我
這
功
名
來
躭
誤
了
（
悪
ガ
キ
の
俺
を
引
き
留
め
る
な
、
俺
の
功
名
を
無
駄
に
遅
ら
せ
る
な
）」
と
言
い
返
し

た
曲
や
、
張
士
貴
に
従
軍
動
機
を
問
わ
れ
、「
特
地
來
奪
富
貴
争
名
目
（
わ
ざ
わ
ざ
富
貴
を
奪
い
、
名
声
を
争
う
た
め
に
来
た
の
だ
）」

と
答
え
た
曲
な
ど
、
個
人
的
な
立
身
出
世
を
目
的
と
す
る
従
軍
動
機
が
示
さ
れ
て
い
る
︒
第
四
折
の
最
後
の
曲
に
も
、
庶
民
的
な
立
身

出
世
観
が
表
れ
て
い
る
︒

︻
掛
玉
鉤
︼（
中
略
）
拂
綽
了
土
滿
身
、
梳
掠
起
白
髭
鬢
︒
這
的
是
一
日
爲
官
、
索
強
似
千
載
爲
民
︒（︻
掛
玉
鉤
︼
︙
︙
体
の
泥
を

掃
い
、
白
い
ひ
げ
を
梳
か
す
︒
こ
れ
は
一
日
で
も
官
職
に
就
く
こ
と
が
、
千
年
も
平
民
で
い
る
よ
り
ま
し
だ
と
い
う
こ
と
だ
︒）

な
お
、
物
語
の
大
枠
で
は
薛
仁
貴
の
個
人
的
な
立
身
出
世
を
志
す
姿
が
主
題
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
頭
折
で
は
「
您
孩
兒

盡
忠
不
能
盡
孝
也
（
あ
な
た
の
子
は
忠
を
尽
く
す
た
め
に
孝
を
尽
く
せ
ま
せ
ん
）」
と
い
っ
た
セ
リ
フ
や
、︻
尾
声
︼
に
お
い
て
は
「
捨

著
我
這
一
腔
鮮
血
立
唐
朝
（
こ
の
身
を
捧
げ
て
、
唐
朝
を
立
て
る
）」
と
い
っ
た
曲
詞
が
あ
り
、
個
人
的
な
出
世
と
対
立
す
る
、「
忠
」

を
尽
く
す
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
︒
頭
折
の
み
な
ら
ず
、
第
二
折
と
第
三
折
の
末
に
も
、
宮
廷
演
劇
用
の
痕
跡
と
思
わ

れ
る
、
皇
帝
を
た
た
え
る
祝
詞
が
見
ら
れ
る
︒
例
え
ば
次
の
第
二
折
の
︻
尾
声
︼
で
あ
る
︒

︻
尾
声
︼
願
吾
皇
懾
夷
狄
、
降
邊
國
、
千
千
年
九
五
飛
龍
齊
天
福
︒
願
吾
皇
永
坐
著
宗
廟
舊
、
家
邦
老
、
萬
萬
載
百
二
山
河
壯
帝

居
︒（︻
尾
声
︼
ど
う
か
我
が
皇
帝
に
は
、
夷
狄
を
鎮
め
、
辺
境
の
国
々
を
帰
順
さ
せ
、
千
年
も
の
間
、
天
と
並
ぶ
ほ
ど
の
福
徳
を

お
授
け
く
だ
さ
い
ま
せ
︒
ど
う
か
我
が
皇
帝
に
は
、
永
遠
に
宗
廟
の
御
位
に
お
つ
き
に
な
り
、
国
家
を
安
泰
に
治
め
、
永
遠
に
天
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下
を
統
べ
、
帝
居
を
壮
麗
に
お
守
り
く
だ
さ
い
ま
せ
︒）

次
に
、
薛
仁
貴
の
性
格
面
に
お
け
る
不
整
合
に
つ
い
て
も
見
て
み
た
い
︒
頭
折
の
薛
仁
貴
は
、
か
な
り
頑
陋
で
野
性
的
な
性
格
を
示

し
、
父
と
喧
嘩
す
る
場
面
が
あ
る
︒

︻
那
吒
令
︼（
中
略
）
我
似
不
的
那
閔
子
般
賢
、
我
學
不
的
曽
參
般
孝
︒
和
你
一
個
瞽
瞍
把
我
閑
瞧
︒（︻
那
吒
令
︼
︙
︙
私
は
閔
子

騫
の
よ
う
に
賢
く
な
い
し
、
曽
参
の
よ
う
に
孝
行
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
な
い
︒
あ
な
た
の
よ
う
な
盲
目
の
老
人
さ
え
私
を
下
に
見

る
︒）

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
親
不
孝
で
功
名
心
の
強
い
薛
仁
貴
が
、
作
品
の
終
盤
で
は
、
両
親
の
世
話
を
す
る
者
が
い
な
い
こ
と
を
理
由

に
官
職
を
辞
退
し
よ
う
と
す
る
、「
忠
孝
雙
全
」
の
人
物
と
し
て
称
賛
さ
れ
て
い
る
︒

（
正
末
云
）
大
人
、
薛
仁
貴
家
中
有
一
雙
父
母
、
年
紀
高
大
、
無
人
侍
養
︒
因
此
上
不
敢
受
這
官
職
︒（
徐
懋
功
云
）
此
人
忠
孝
雙

全
︒（（
正
末
が
云
う
）
大
人
、
私
、
薛
仁
貴
に
は
年
老
い
た
両
親
が
お
り
ま
す
が
世
話
す
る
者
が
お
り
ま
せ
ん
︒
で
す
か
ら
、
こ

の
官
職
を
恐
れ
な
が
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
︒（
徐
懋
功
が
云
う
）
こ
の
人
は
忠
孝
を
兼
ね
備
え
た
人
物
だ
︒）

ま
た
、
こ
の
作
品
の
薛
仁
貴
は
、
武
人
で
あ
り
な
が
ら
も
、
知
識
人
的
な
一
面
も
付
与
さ
れ
て
い
る
︒

︻
正
宮
端
正
好
︼（
中
略
）
則
這
書
中
自
有
他
這
黃
金
屋
︒
將
我
便
久
困
在
紅
塵
路
︒（︻
正
宮
端
正
好
︼
︙
︙
書
の
中
に
は
黄
金
の

家
が
あ
る
と
い
う
が
、
私
は
長
い
間
こ
の
紅
塵
の
道
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
︒）

︻
滾
繡
毬
︼
每
日
家
聽
鐘
聲
山
寺
裡
齋
︒
趕
宿
頭
古
廟
裡
居
︒
有
那
等
財
主
每
聽
笙
簧
︒
則
在
那
畫
堂
深
處
︒
如
今
那
有
學
的
酩
子

裡
韞
匵
藏
諸
︒（︻
滾
繡
毬
︼
毎
日
鐘
の
音
を
聞
き
山
寺
で
斎
食
を
と
り
、
古
廟
に
住
む
︒
裕
福
な
連
中
は
画
堂
の
奥
深
く
で
笙
や

簧
の
音
を
楽
し
む
︒
今
や
学
識
の
あ
る
私
は
、
玉
の
箱
に
し
ま
っ
て
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
︒）

こ
こ
で
は
、
薛
仁
貴
が
寺
に
滞
在
し
、
菜
食
を
と
り
な
が
ら
出
世
の
時
を
待
つ
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、「
呂
蒙
正
風
雪
破
窯
記
」
の
呂

蒙
正
や
「
西
廂
記
」
の
張
生（
８
）と
い
っ
た
貧
し
い
書
生
像
を
連
想
さ
せ
る
︒
こ
の
こ
と
か
ら
薛
仁
貴
が
単
な
る
武
人
で
は
な
く
、
四
書
五

経
を
修
め
、
科
挙
に
よ
る
出
世
を
志
す
知
識
人
と
し
て
再
構
築
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

従
軍
動
機
と
性
格
に
見
ら
れ
る
不
一
致
か
ら
推
測
す
る
と
、
現
在
確
認
で
き
る
「
飛
刀
對
箭
」
は
、
内
府
に
収
め
ら
れ
る
前
に
、
性
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格
の
異
な
る
先
行
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
︒
す
な
わ
ち
、
従
来
の
薛
仁
貴
像
は
、
個
人
的
な
出
世
欲
が
強
く
、

武
人
と
し
て
の
野
性
味
を
備
え
た
人
物
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
現
行
の
「
飛
刀
對
箭
」
で
は
、
宮
廷
で
の
上
演
に
適
す
る
よ
う
、
文
武

両
道
か
つ
忠
孝
双
全
な
忠
臣
像
へ
と
再
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
︒
こ
の
作
品
は
、
完
成
さ
れ
た
物
語
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
薛
仁
貴
像

が
「
庶
民
の
英
雄
」
か
ら
「
士
大
夫
の
英
雄
」
へ
と
変
化
し
て
い
く
中
間
的
な
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
︒
こ
の
よ

う
な
改
編
の
傾
向
は
『
元
曲
選
』
本
に
も
継
承
さ
れ
、
薛
仁
貴
物
語
は
、
庶
民
的
な
娯
楽
作
品
か
ら
、
文
人
な
ど
上
層
階
級
に
も
受
容

さ
れ
う
る
教
化
的
作
品
へ
と
格
上
げ
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
︒

四
、「
龍
門
隠
秀
」
に
見
る
教
化
的
意
図

「
龍
門
隠
秀
」
は
忠
と
孝
と
い
う
儒
教
的
理
念
を
薛
仁
貴
の
み
な
ら
ず
、
妻
で
あ
る
柳
氏
へ
も
拡
大
し
、
教
化
的
意
図
が
一
層
明
確
な

作
品
で
あ
る
︒
こ
の
作
品
は
、
主
人
公
が
柳
氏
に
移
る
た
め
、
薛
仁
貴
の
描
写
は
少
な
く
、
登
場
詩
で
貧
し
い
な
が
ら
も
勤
勉
で
あ
る

人
物
と
し
て
簡
潔
に
描
か
れ
て
い
る
︒

每
日
奔
波
只
爲
貧
、
且
將
勤
力
事
耕
耘
︒
男
兒
若
得
風
雷
信
、
平
步
青
霄
建
大
勳
︒（
毎
日
貧
し
さ
の
た
め
に
奔
走
し
、
た
だ
勤
勉

に
耕
す
こ
と
に
力
を
注
ぐ
︒
男
児
た
る
も
の
、
も
し
風
雷
の
知
ら
せ
を
得
れ
ば
、
や
す
や
す
と
大
き
な
功
績
を
立
て
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
︒）

柳
氏
の
賢
妻
の
イ
メ
ー
ジ
を
際
立
た
せ
る
た
め
、
前
述
の
三
作
品
に
比
べ
、
第
二
折
に
お
け
る
薛
仁
貴
の
従
軍
へ
の
決
意
が
弱
ま
り
、

両
親
を
心
配
し
て
躊
躇
す
る
様
子
を
強
調
し
て
描
か
れ
て
い
る
︒
こ
れ
に
対
し
て
柳
氏
は
、「
国
の
た
め
に
忠
を
尽
く
す
べ
し
」
と
説

き
、
自
ら
が
舅
姑
の
世
話
を
引
き
受
け
る
こ
と
を
明
言
し
、
薛
仁
貴
を
送
り
出
す
︒

︻
石
榴
花
︼（
中
略
）
你
學
成
武
藝
言
忠
信
︒
你
不
可
懶
惰
其
身
︒
合
當
報
國
從
先
進
︒
豈
不
聞
將
相
出
寒
門
︒（︻
石
榴
花
︼
︙
︙

あ
な
た
は
武
芸
を
学
び
、
忠
義
と
信
義
を
重
ん
じ
る
お
方
、
怠
け
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
︒
国
の
た
め
に
力
を
尽
く
す
べ
き
で
す
︒
将

相
は
寒
門
か
ら
出
る
と
い
う
言
い
伝
え
を
聞
い
た
こ
と
は
な
い
の
で
す
か
︒）

︻
鬭
鵪
鶉
︼
不
要
你
兩
意
推
辭
︒
則
要
你
一
言
定
準
︒
常
言
道
百
藝
防
身
︒
你
可
便
三
思
自
忖
︒
便
休
題
父
母
年
高
活
計
貧
︒
奈
妻

薛
仁
貴
物
語
の
展
開
に
み
る
明
代
元
雑
劇
改
編
の
一
側
面
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兒
恰
二
旬
︒
爲
妻
的
治
業
成
家
︒
做
男
子
的
忠
君
報
本
︒（︻
鬭
鵪
鶉
︼
二
心
を
抱
い
て
断
る
こ
と
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
︒
た
だ

一
言
で
決
断
す
れ
ば
い
い
︒
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
百
の
技
芸
は
身
を
守
る
も
の
だ
︒
あ
な
た
は
よ
く
考
え
て
み
る
べ
き
だ
︒

父
母
が
年
を
取
り
、
生
計
が
苦
し
い
と
い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
︒
妻
た
る
私
は
ち
ょ
う
ど
二
十
歳
︒
妻
は
家
業
を
治
め
、

男
と
し
て
の
務
め
は
、
君
に
忠
義
を
尽
く
し
、
国
に
報
い
る
こ
と
だ
︒）

さ
ら
に
、
物
語
の
構
成
に
お
い
て
も
、
食
う
や
食
わ
ず
の
生
活
を
送
る
柳
氏
と
、
軍
中
で
い
じ
め
ら
れ
る
薛
仁
貴
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ

主
線
と
副
線
と
し
て
展
開
さ
れ
て
お
り
、
薛
仁
貴
の
忠
義
と
柳
氏
の
賢
徳
と
を
対
照
的
に
際
立
た
せ
、
夫
妻
が
と
も
に
「
忠
孝
雙
全
」

の
理
想
像
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
︒

な
お
、
物
語
の
要
素
に
つ
い
て
み
る
と
、
明
ら
か
に
説
唱
詞
話
や
他
の
戯
曲
作
品
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
︒
ま
ず
、
二
人
の
結
婚
の

経
緯
は
、
成
化
本
説
唱
詞
話
『
新
刊
全
相
唐
薛
仁
貴
跨
海
征
遼
故
事（
９
）』（

以
下
『
故
事
』
と
略
称
）
に
類
似
し
て
い
る
︒

數
九
天
下
大
雪
雪
霜
交
冷
︒
我
見
你
無
衣
穿
慈
悲
傷
心
︒
脱
衣
服
與
你
穿
重
重
囑
咐
︒
休
交
人
識
破
了
辱
莫
家
門
︒
不
覺
他
一
時

間
交
人
識
破
︒
有
哥
哥
和
嫂
嫂
打
罵
奴
身
︒
多
虧
了
老
母
親
將
奴
發
送
︒
到
你
家
無
奈
何
與
你
成
親
︒（
厳
し
い
冬
の
寒
さ
の
中
、

大
雪
が
降
り
、
雪
と
霜
が
重
な
っ
て
い
た
︒
私
は
、
あ
な
た
が
着
る
物
も
な
く
、
寒
さ
に
震
え
て
い
る
姿
を
見
て
、
慈
悲
の
心
に

駆
ら
れ
た
︒
自
分
の
服
を
脱
い
で
あ
な
た
に
着
せ
、
何
度
も
何
度
も
「
人
に
見
破
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
家
の
名
誉
を
傷
つ
け
な
い

よ
う
に
」
と
念
を
押
し
た
︒
し
か
し
、
つ
い
に
見
破
ら
れ
て
し
ま
い
、
兄
と
嫂
は
私
を
殴
っ
て
、
罵
っ
た
︒
年
老
い
た
母
が
私
を

助
け
た
お
か
げ
で
、
あ
な
た
の
家
に
送
り
届
け
て
く
れ
た
︒
私
は
仕
方
な
く
、
あ
な
た
と
結
婚
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒）

「
龍
門
隠
秀
」
の
楔
子
お
よ
び
第
一
折
に
見
ら
れ
る
、
自
分
の
赤
い
打
掛
を
脱
い
で
薛
仁
貴
に
掛
け
、
彼
が
将
来
必
ず
出
世
す
る
と
確

信
す
る
場
面
は
、
こ
の
逸
話
を
も
と
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
も
っ
と
も
、
こ
の「
袍
を
贈
る
」
モ
チ
ー
フ
や
、
運
命
を
暗
示
す
る

超
自
然
的
要
素
は
、『
故
事
』
の
み
な
ら
ず
、
同
時
期
の
南
戯
「
白
兎
記
」
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
類
型
で
あ
る
︒
成
化
本
「
白
兎
記
」

第
十
二
・
十
三
出
で
は
、
岳
節
度
使
の
娘
が
風
雪
の
中
の
劉
知
遠
に
父
の
袍
を
与
え
た
こ
と
が
縁
と
な
り
、
後
に
劉
知
遠
を
婿
と
し
て

迎
え
る
︒『
六
十
種
曲（
（1
（

』
本
で
は
こ
の
袍
が
赤
色
に
変
え
ら
れ
て
お
り
、「
龍
門
隠
秀
」
の
設
定
に
も
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

ま
た
、
第
三
折
で
は
、
柳
氏
が
舅
姑
の
た
め
に
実
家
に
米
を
借
り
に
行
く
が
、
兄
嫁
に
泥
棒
と
誤
解
さ
れ
、
父
に
与
え
た
米
を
取
り

返
さ
れ
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
︒
こ
の
プ
ロ
ッ
ト
も
、『
六
十
種
曲
』
所
収
の
南
戯
「
琵
琶
記
」
第
十
七
齣
の
「
義
倉
賑
済
」
に
類
似
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し
て
い
る
︒
た
だ
し
「
琵
琶
記
」
で
は
、
趙
貞
女
が
舅
姑
の
た
め
に
救
済
米
を
受
け
取
り
に
行
く
が
、
悪
徳
の
里
正
に
奪
わ
れ
る
展
開

と
な
っ
て
い
る
︒

こ
れ
ら
の
借
用
や
改
変
に
よ
り
、「
龍
門
隠
秀
」
に
は
南
戯
「
白
兎
記
」「
琵
琶
記
」
に
見
ら
れ
る
「
賢
妻
孝
子
」
の
思
想
が
継
承
さ

れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
︒「
白
兎
記
」
の
冒
頭
に
は
「
國
正
天
心
順
、
官
清
民
自
安
︒
妻
賢
夫
禍
少
、
子
孝
父
心
寬
︒（
国
が
正
し
く

す
れ
ば
天
の
心
に
も
か
な
い
、
官
が
清
廉
で
あ
れ
ば
民
は
自
ら
安
ら
ぐ
︒
妻
が
賢
明
で
あ
れ
ば
夫
の
災
い
は
少
な
く
、
子
が
孝
行
を
す

れ
ば
父
の
心
は
寛
ぐ
）」、
お
よ
び
「
琵
琶
記
」
に
は
「
只
看
子
孝
共
妻
賢
（
た
だ
子
の
孝
行
と
妻
の
賢
明
さ
の
み
を
見
よ
）」
の
曲
詞
が

見
ら
れ
る
︒「
龍
門
隠
秀
」
は
こ
の
二
作
の
要
素
を
巧
み
に
取
り
入
れ
、
柳
氏
を
趙
貞
女
の
系
譜
に
連
な
る
理
想
的
な
賢
妻
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
の
よ
う
に
、「
龍
門
隠
秀
」
で
は
柳
氏
の
賢
明
さ
と
薛
仁
貴
の
忠
孝
と
結
び
つ
け
ら
れ
、「
賢
妻
孝
子
」

と
い
う
儒
教
的
な
教
化
の
意
図
が
表
れ
て
い
る
︒

お
わ
り
に

以
上
の
考
察
に
よ
り
、
薛
仁
貴
故
事
に
お
け
る
人
物
像
の
変
化
は
、
時
代
背
景
お
よ
び
受
容
層
の
変
化
と
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
︒
す
な
わ
ち
、「
元
刊
本
」
で
は
、
薛
仁
貴
は
貧
し
い
農
民
か
ら
立
身
出
世
を
果
た
す
人
物
と
し
て
描
か
れ
、
個
人
の
出

世
と
「
孝
」
が
重
ん
じ
ら
れ
る
︒
こ
れ
に
対
し
、
明
代
の
『
元
曲
選
』
本
お
よ
び
「
飛
刀
對
箭
」
で
は
、
薛
仁
貴
の
「
忠
」
や
文
武
両

道
の
一
面
が
強
調
さ
れ
る
︒
さ
ら
に
「
龍
門
隠
秀
」
に
至
っ
て
は
、
薛
仁
貴
の
妻
で
あ
る
柳
氏
が
主
役
と
し
て
描
か
れ
、
賢
妻
孝
子
と

い
う
儒
教
的
道
徳
が
物
語
の
主
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
︒

こ
の
改
編
の
背
景
に
は
、
当
初
は
民
間
の
娯
楽
で
あ
っ
た
元
代
の
雑
劇
が
、
庶
民
の
好
み
に
合
わ
せ
て
立
身
出
世
や
親
子
の
再
会
と

い
っ
た
場
面
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
く
の
に
対
し
、
明
代
に
入
る
と
、
内
府
で
の
上
演
に
応
じ
て
官
署
や
文
人
に
よ
る
改
編
が
進
み
、

作
品
の
主
題
は
次
第
に
「
孝
」
か
ら
「
忠
」
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
︒
薛
仁
貴
故
事
の
改
編
は
、
明
代
に
お
け
る
北
曲
雑
劇
の
改
編
の

思
想
的
傾
向
の
一
端
を
映
し
出
す
も
の
で
あ
り
、
庶
民
的
英
雄
譚
が
宮
廷
的
教
化
劇
へ
と
変
化
し
て
い
く
過
程
を
示
す
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
︒薛

仁
貴
物
語
の
展
開
に
み
る
明
代
元
雑
劇
改
編
の
一
側
面
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注

（
１
）  

『
新
唐
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
）
巻
百
十
一
「
薛
仁
貴
傳
」、
四
一
四
〇
頁
︒『
新
唐
書
』
と
『
旧
唐
書
』
の
両
方
に
記
載
が
見

ら
れ
る
が
、
内
容
は
大
き
な
相
違
が
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
『
新
唐
書
』
を
引
用
す
る
︒

（
２
）  
本
論
文
は
、「
元
刊
本
」
は
寧
希
元
・
寧
恢
校
點
『
元
刊
雑
劇
三
十
種
新
校
』（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
二
三
年
）
を
、『
元
曲
選
』
本
「
薛

仁
貴
」
は
『
元
曲
選
』（
中
華
書
局
、
一
九
五
八
年
）
を
、「
飛
刀
對
箭
」「
龍
門
隠
秀
」
は
『
脈
望
館
鈔
校
本
古
今
雑
劇
』（
古
本
戲
曲
叢

刊
第
四
輯
、
商
務
印
書
館
、
一
九
五
八
年
）
所
収
の
影
印
本
を
参
照
︒

（
３
）  

小
松
謙
『
中
國
古
典
演
劇
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
Ⅰ
第
二
章
「
元
刊
本
考
」、
お
よ
び
赤
松
紀
彦
ほ
か
編
『
元
刊
雑
劇
の

研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
の
小
松
謙
「
解
説
」
を
参
照
︒

（
４
）  

先
行
研
究
に
は
、
高
橋
文
治
「
元
刊
本
『
薛
仁
貴
衣
錦
還
郷
』
劇
を
め
ぐ
っ
て
」（『
東
方
学
』
第
七
十
六
輯
、
一
九
八
八
年
）、
千
田
大

介
「
薛
仁
貴
故
事
変
遷
考
」（『
中
国
文
学
研
究
』
第
一
七
期
、
一
九
九
一
年
）、
西
川
芳
樹
「
元
代
に
於
け
る
立
身
出
世
を
描
く
作
品
群
に

つ
い
て
― 『
薛
仁
貴
征
遼
事
略
』
を
中
心
に
―
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
十
六
集
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
︒

（
５
）  

前
掲
の
西
川
氏
の
研
究
は
薛
仁
貴
像
を
論
じ
る
も
の
の
、
そ
の
立
身
出
世
観
の
表
現
に
限
っ
て
の
考
察
に
と
ど
ま
る
︒

（
６
）  

浦
漢
明
校
注
『
新
校
録
鬼
簿
正
續
編
』（
巴
蜀
書
社
、
一
九
九
六
年
）「
諸
公
傳
奇
失
載
名
氏
、
並
附
于
此
」
に
続
く
「
飛
刀
對
箭
」
項

に
、「
薛
仁
貴
三
定
天
山
、
莫
離
支
飛
刀
對
箭
」
と
記
す
る
︒

（
７
）  

前
掲
注
（
１
）、「
將
改
葬
其
先
、
妻
柳
曰
、
夫
有
高
世
之
材
、
要
須
遇
時
乃
發
︒
今
天
子
自
征
遼
東
、
求
猛
將
、
此
難
得
之
時
、
君
盍

圖
功
名
以
自
顯
︒
富
貴
還
鄕
、
葬
未
晩
︒
仁
貴
乃
往
見
將
軍
張
士
貴
應
募
︒」

（
８
）  

「
呂
蒙
正
風
雪
破
窯
記
」
に
は
、
呂
蒙
正
が
出
世
前
に
白
馬
寺
で
僧
侶
に
斎
食
を
拒
ま
れ
る
挿
話
が
見
え
る
（『
脈
望
館
鈔
校
本
古
今
雑

劇
』〔
古
本
戲
曲
叢
刊
第
四
輯
、
商
務
印
書
館
、
一
九
五
八
年
〕
所
収
影
印
本
参
照
）︒
ま
た
、
張
生
が
科
擧
試
験
の
た
め
に
上
京
し
、
普

救
寺
に
寓
す
る
物
語
も
広
く
知
ら
れ
る
︒
張
生
と
崔
鶯
鶯
の
物
語
は
元
稹
『
鶯
鶯
傳
』
に
始
ま
り
諸
本
に
展
開
す
る
が
、
張
生
像
に
大
き

な
差
異
は
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
詳
述
し
な
い
︒

（
９
）  

『
明
成
化
說
唱
詞
話
叢
刊
:
十
六
种
附
白
兔
記
傳
奇
一
種
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
七
九
年
）
収
録
の
影
印
本
を
参
照
︒

（
10
）  

毛
晉
『
六
十
種
曲
』（
臺
灣
開
明
書
店
、
一
九
七
〇
年
）
を
参
照
︒
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